

























（emergent literacy）の発達における最重要の活動のひとつと考えられている（Whitehurst & 
Lonigan, 1998）。本邦の幼稚園教育要領（2018）でも、「絵本や物語に親しんだり、言葉遊びな
どをしたりすることを通して、言葉が豊かになる」と記述されており、親もまた高い割合で語彙
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いる（Gathercole & Alloway, 2008）。WM は領域一般的な（domain general）能力であるため、
学力を全般的に底上げする効果を有すると考えられるが、就学前に WM を向上させるような取
り組みは見つかっていない。ただ、幼児期からの家庭での読み聞かせ習慣と学業成績との関連は、
全国学力テストについての研究で繰り返し指摘されている（お茶の水女子大学 , 2014, 2018）。
　このような状況を踏まえると、就学前の読み聞かせが語彙力や WM に及ぼす効果を実証的に
検討することに大きな意義があると考えられる。ひとつの可能性として、文章読解には WM が
深く関与していることは数多くの研究で裏付けられているため（Daneman & Merikle, 1996）、
幼児期からの読み聞かせが WM に何らかの影響を与えることはあり得ると思われる。また、言












バーグ , 1974）、通常の環境で育った人間は母語を流暢に話すようになる（内田 , 2017）。しかし
一方で、絵本や会話といった環境要因が就学前から基礎的な語彙力の発達に影響し、個人差を生






念である（Baddeley, 1986）。WM は音や言語情報を扱う言語性 WM と、物の形や色、位置といっ
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た視空間情報を扱う視空間性 WM とに分類され、前者は読み書き、後者は算数といった学業成
績とも相関することが知られている（Gathercole & Alloway, 2008）。
　WM の能力は個人ごとに差があり、そうした差はかなり固定的であると考えられてきたが、
近年ではトレーニングにより子どもの WM が向上する可能性が示されている。たとえば代表







WM の成績が高いとの結果が得られた（言語性 WM には差がなかった）。また、短期記憶であ




























　また Morrow（1988）は、4 歳児に対して個別に週一度、10 週間の読み聞かせを実施した。２
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踏まえれば、家庭での読み聞かせ習慣がいずれかの認知課題成績を高めていることが予測される。
　なお、WM トレーニング研究に関しては、その効果の有無をめぐって論争があり、方法上の













　本実験は、大阪府 N 市の私立保育園１園（A 園）とこども園（B 園）において実施した。集
団での読み聞かせを A 園は 2017 年 8 月 2 日から 11 月 22 日までのうち 42 日、B 園は 2018 年 5







　実験参加者は全員で 55 名（A 園：24 名、B 園 31 名）で、性別は男子 24 名、女子 31 名であった。
なお、障害がある幼児２名、母国語が外国語である幼児 1 名、読み聞かせ中に立ち歩き記銘と想
起に参加することが困難であった幼児 2 名は除外した。したがって、データに欠損のない幼児は
50 名（A 園：22 名、B 園：28 名）で、性別は男子 20 名、女子 30 名であった。実験開始時点で、


















子どもがしばらく待っても想起できない場合は読み手が教えて確認した。3 日目は 2 日目と同じ
方法で読み聞かせを行ったが、番号札をひとつずつずらして、それぞれの子どもが 2 日目とは違





































































































































0.38 5.22* 0.09 2.35 5.23*
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*p <.05,  †p <.1
認知課題(高群 N =16, 低群 N =12) 絵本単語説明
(高群 N =7,
 低群 N =5)リスニングスパン コルシブロック 数字スパン 単語定義
29.15*
11.86* 1.66 7.03* 11.08*
0.20 0.77 0.25 1.19 6.56*
8.99*
19.22* 3.09† 6.31* 11.14*
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せ頻度は有意ではなかった（F（1, 46）=3.64 , n.s.）。
4. 考察
　本研究の目的は、雨越・森下（2020）の実験方法を改善し、能動的な関わりを備える読み聞か
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　工夫した読み聞かせによる視空間性 WM の向上は、われわれの先の実験研究（雨越・森下 , 
2020）では見られなかった結果であるが、それ以前の調査研究（雨越・森下・服部 , 2016）では、
家庭での読み聞かせ頻度の高い子どもに関して同様の傾向を見出していた。言語性 WM ではな






















た場合、視空間性 WM に関しては向上が見られるが言語性 WM に関しては確かな効果は得られ
にくいことがわかっており（Melby-Lervag, & Hulme, 2013）、本研究の結果はそれに符合する。


























































その能力差は 4 年生の段階まで維持されるとの研究がある（Juel, 1988）。また、算数力について
も幼児期に日常生活の中で意識的に数に対する基礎的な会話や遊びを通して、算数力の基礎を
身に付けた子どもとそうでない子どもとでは、就学時点での算数力の個人差が大きく、その個人
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